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教育振興運動メールマガジン 
「みんなで教振！」通信  ★家庭学習と読書推進のポイントって？★ 
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１【 実践事例 】「住田町立有住小学校 PTA(住田町)」≪家庭学習の充実≫ 
 
有住（ありす）小学校では、授業参観全体会で「まなびフェスト」を、学級懇

談会で「家庭学習の手引き」を周知し、家庭と連携して家庭学習に取り組んで

います。 
また、公民館に開設されている「放課後子ども教室」においても、地域の方が

家庭学習を支援しています。 
事例は⇒http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/jirei_arisu.pdf 
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２【 家庭学習 】 自分の人生の中では 
 
あなたは教えてくれた 小さな物語でも  
自分の人生の中では 誰もがみな主人公だと 
時折 思い出の中で あなたは支えてください  
私の人生の中では 私が主人公だと  

（「主人公」 作詞・作曲；さだまさし） 
 
中学生の時、とても好きな歌でした。多感な時期に、これからどんなことが起

こり、どんな人に出会うのか、自分が主役の“自分の人生”という物語がどの

ように展開していくのか、ドラマを見るようにワクワクしたものでした。 
 
誰もが自分の人生の主人公であれば、子どもも子ども自身の人生の主人公です。 
それなのに、子どもの人生に土足で上がりこんで、「ああしなさい」「こうしな

さい」と命令をしたり、「これ以上、成績が下がったら大変だ」「そんなんじゃ、

高校に入れなくなるわよ」と不安をあおったり・・・。 
 
「心配だから・・・つい」の親心はわかりますが、ちょっと待ってください。

子どもは親の思うとおりになる所有物ではありません。自分の言うことを聞か

ない、思うとおりにならないからと怒ることだけは、気をつけたいものです。 
 



「なぜ、そういう行動をとるのか」を聞いてあげてください。人の行動には、

必ず理由があります。子どもの心情に寄り添い、共感したうえでその理由の解

決方法を一緒に考えてあげれば、怒ることをせずに問題は解決するでしょう。 
 
子どもは、私たちの何分の１しか生きていません。そんな子どもに、大人であ

る私たちと同様の行動や判断力を要求することは、酷なことです。まだまだ未

熟である子どもたちを支え、ともに考えながらサポートしていくのが親の役割

でしょう。 
 
新しい年を迎えました。今年も、子どもたちが将来に夢を持ち、自分の人生を

楽しみにできるよう、私たち大人が前向きに生きる姿を見せていきましょう。

子どもは親の言うことを聞いて育つのではなく、親がやっているように育つの

です。そして、明るい笑顔の親の姿が大好きなのです。 
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３【教振は今】教ちゃん、振ちゃん見聞録 

 
（教ちゃん）ねぇ。「いわて希望のちから」っていうテレビ番組、知ってる？ 

（振ちゃん）確か・・・。昨年の 12 月半ばに、一関市室根公民館の“青年ふれ

あい塾”という青年の地域活動を紹介していた番組だよね。 

（ひろすみ）よく知ってるね。『希望郷いわて』を実現するため頑張っている人

たちを紹介する番組なんだ。1 月 10 日から、「みんなで読書！～

本の扉を開けよう！～」というタイトルで、読書の取組を紹介す

ることになっているんだよ。 

（振ちゃん）あっ、読書大好きのひろすみさんだ。 

（教ちゃん）それで、どんなことを紹介するの？ 

（ひろすみ）宮古で活躍している読書ボランティア「おどっつぁんＳ（ず）」の

前川さんを中心に、「中高生のためのブックリスト」選書委員会の

様子や東水沢中学校で中学生に読書の素晴らしさを伝えている読

書ボランティアの様子が放送される予定だよ。もちろん、僕も出

ているんだ。 

（教ちゃん）え～。ひろすみさんも出るの？ 

（振ちゃん）それは、見なくちゃ。 

（教ちゃん）いつ？ いつ、やるの？ 

（ひろすみ）放送日時は、次のとおりです。僕の出演を楽しみにしていてくだ

さいね。 

(1) ＩＢＣテレビ 

1 月 11 日 22：48～22：54 （再放送；1 月 13 日 18：55～19：00） 

(2) テレビ岩手 

1 月 10 日 23：18～23：24 （再放送；1 月 11 日 18：54～19：00） 

(3) 岩手めんこいテレビ  

1 月 16 日  17：25～17：30 

(4) 岩手朝日テレビ    

1 月 13 日  23：10～23：15 
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４【みんなの声】ぺっこ言い隊 
 

（１）あけましておめでとうございます。今年も、楽しいメルマガをお願いし 

ます。 

さて、年末に大雪が降ったため、雪かき作業で足腰が痛いまま元旦を迎え 

てしまいました。が、ただ寝正月にするのはもったいないと思い、子ども 

たちとかまくらを作ったり、ミニスキーで滑ったり、正月三が日はずっと 

外で過ごしました。今年も様々なふれあいを持ちたいなと、年頭に誓った 

次第です。                                    （Ｈ町Ｃさん） 

 

（２）突然のメールで失礼いたします。同じ職場の方から「教振メルマガ」を

紹介いただきました。興味をもちましたので、私にも送っていただけます

でしょうか？                  （Ｉ市Ｔさん） 
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５【編集後記】あつしのひとりごと 

 

昨年より、ウクレレを始めました。きっかけは、ファザーリング・ジャパンの

「パパ’ｓ絵本プロジェクト」に参加している西村直人さんのウクレレによる

歌と絵本のコラボレーションが楽しそうだったので・・・というところです。 

 

ジェイク・島袋さん（ウクレレ界のカリスマ奏者）のように上手になりたい

な・・・と思いつつ、絵本の読み聞かせの時のためにと「アルゴリズム体操」

やウケねらいの「ああ やんなっちゃった節（牧伸二さん）」といったレパート

リーばかりが増えてきました。 

 

今年は絵本の読み聞かせと歌を合体させた楽しいことをしたいな・・・と思っ

ています。本年も、よろしくお願いいたします！ 

 

⇒ 第３７号は、１月２５日（火）配信です。 

 

平成 23 年 1 月 28 日（金）『教育振興運動「実践の 3 年」集約県大会』について 

●開催要項⇒http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/kyoushin-taikaiyoukou.pdf 

●チラシ⇒http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/kyoushin-taikaitirasi2.pdf 

 

★メルマガの感想や日頃思っていること、意見・要望をお寄せください。 

⇒ 21kyoushin@gmail.com 

★平成 21 年度配信のバックナンバー（第 1～17 号）はこちら。 

⇒ http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/index5.html 
★平成 22 年度配信のバックナンバー（第 18～26 号）はこちら。 

⇒ http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/index8.html 

★平成 21 年度「家庭学習」と「読書推進」の実践事例はこちら。 

 ⇒ http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/index3.html 
★平成 22 年度「家庭学習」と「読書推進」の実践事例はこちら。 



⇒ http://www.manabi.pref.iwate.jp/kyoushin/index6.html 
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＊ 岩手県教育委員会事務局 生涯学習文化課 
＊ 発行人：教育振興運動担当 佐藤敦士（さとう あつし） 
転送はご自由です。どんどん転送してください。口コミは、あなたから始ま

ります。「みんなでやろう！」という雰囲気をあなたから作りだしてください。 
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